
訪問看護について③ 

 

訪問看護は、住み慣れた自宅で療養生活を送りたいと願う方々を支えるサー

ビスです。今回は、訪問看護の利用方法について詳しく見ていきましょう。 

 

利用を考えたときは、まず主治医やケアマネジャーに相談します。病院に入院

中の場合は、病院の相談員などに相談することもできます。訪問看護を受ける 

ためには、医師の指示が必要です。医師が「訪問看護指示書」を作成し、それを

もとにケアの内容が決まります。 

また、介護保険を使う場合は、ケアマネジャーがサービスの計画を立ててくれ

ます。訪問看護は、介護保険だけでなく医療保険でも利用できるサービスです。

医療保険で利用するのは、介護保険を申請されていない方で病気の治療が必要

な方、年齢に関係なく医療的なケアが必要な方が中心です。たとえば、がんの治

療中の方、難病の方、退院直後で体調が不安定な方などが対象になります。 

 

次に、訪問看護ステーションを選びます。スタッフがサービス内容や料金、 

利用できる時間などをわかりやすく説明してくれます。内容に納得したら契約

を行い、利用がスタートします。 

 

実際の訪問では、看護師が定期的に自宅を訪れ、体温や血圧の測定、薬の管理、

けがや床ずれの手当てなどを行います。また、入浴や清潔のケア、リハビリの 

手助け、ご家族への介護のアドバイスも受けることができます。利用中に体調の

変化や不安なことがあれば、遠慮せずに看護師に相談することが大切です。必要

に応じて、医師やほかのサービスとも連携して対応してくれます。 

訪問看護は、一人ひとりの生活に合わせて支えてくれるサービスです。上手に

利用することで、自宅でも安心して毎日を過ごすことができます。 

 

桐生・みどり地域には、約 30 か所の訪問看護ステーションがあります。 

訪問看護のご利用を希望される方は、主治医や担当ケアマネジャー、地域包括 

支援センター、病院の連携室等にご相談ください。また、直接、訪問看護ステー

ションにご相談いただくこともできます。 



桐生厚生総合病院では、昨年 5 月 1 日、「訪問看護ステーション桐の芽」を 

開設しました。営業時間は平日 8 時 45 分～17 時 30 分です。休日は土曜・日曜・

祝日、年末年始 12 月 29 日～1 月 3 日となります。希望者には緊急時の対応と

して、24 時間 365 日、電話での相談を受け、必要に応じて訪問対応できる体制

を整えております。 

どうぞお気軽にご相談ください。（問い合わせ先：0277-44-7730） 
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